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産卵率％
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産卵率％
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解析してみると全期間において産卵率は対照区よりも高く、試験予備期で76.2%, 試験本期で77.8%
であった。また、給与飼料の影響が残っていると関挙げられる試験後5日間でも86.7%と高い値を示
した。 
 以上の事を考慮すると、地域未利用飼料資源であるソバ製粉過程残さは、採卵鶏用飼料として活
用できる可能性が示唆された。 
 
写真1. 産卵パターン 
今後検討すべき課題としては、ニワトリの嗜好性と馴致に関する知見を積み上げることが重要で
あると考えられた。給与試験に伴って粒状化、粉砕した飼料であるが、ロットの変化に対してニワ
トリは敏感に察知し、一時的に採食量が低下する印象を受けた。このため、ふるいを丁寧に通して
、一定の粒度として給与する必要があると考えられる。また、関連するものとして、粒度が大きめ
であったせいか、試験区の残飼の粒度が、対照区に比べて粗い印象を受けている。これについては
、十分な解析を行っていないが、ソバ製粉過程残さの粒度が大きかったために、ニワトリの一時的
に飼料を貯めこむ器官である「素のう」がいっぱいになってしまい、その後の消化性に影響を与え
てしまったとも考えられる。このような観点からも、飼料の形状や粒度についてさらに検討を加え
る必要があると共に、技術普及のためには併せて簡便な方法を模索する必要がある。 
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【要約】 
 地域未利用飼料資源であるソバ製粉過程残さの養鶏用飼料としての利用方法について検討し
た。ニワトリの採食性を向上させるために、原料：水を２：１で混和したものをミンサーを通過
させることによりヌードル状に成形し、その後乾燥・粉砕し粒状化した。採卵鶏に対して、市販
配合飼料の20%を粒状化したソバ製粉過程残さと重量代替し給与しても産卵率に影響は認められ
なかった。研究に当たっては秋田県畜産試験場で畜産、特に養鶏,飼料に関する研修を実施した
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